
 

犬・猫との共生を目指して！
～ 千葉市動物保護指導センター ～

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 ペットとして飼養される犬や猫、飼い主のいない猫等に関係する問題を起こさないよう、 
以下の点に注意して飼養、管理しましょう。 

①犬の散歩時のマナーについて 

千葉市の条例で犬の放し飼いは禁止されています。 

公園に誰もいなくても放してはいけません。 

制御できる長さのリードでお散歩してあげてください。 

また、「糞は持ち帰る」「おしっこは水で流す」 

など適切に処理してください。 

②犬の鳴き声 

人によって生活リズムや音の感じ方は様々です。飼い主には気にならない鳴き声も迷惑

になっている場合があります。 

動物の習性や行動から原因を探り、 

対策しましょう。しつけ方教室への参加、 

獣医師・訓練士等への相談も。 

③猫の放し飼い 

飼い猫を外に放すことで、「糞尿されて困っている」 

「車に傷つけられた」など近隣の方が迷惑を受けること

もあります。迷子や交通事故等を防ぐうえでも室内飼

いに努めましょう。 

④飼っている猫の増加 

動物の多頭飼育で管理しきれない相談 

が増加しています。特に猫は繁殖力 

が高く、４～８匹の子猫を年２～３回 

産みます。とりかえしのつかないことに 

ならないよう不妊手術をおこないまし 

ょう。 

 

⑤動物の遺棄や虐待 

・動物の遺棄や虐待（ネグレクト含む） 

→１年以下の拘禁刑 

または１００万円以下の罰金 

・動物を殺したり傷つける 

→５年以下の拘禁刑 

または５００万円以下の罰金 

センターでも「しつけ方教
室」を開催中。参加ご希望
の方はお申し込みくださ
い。詳しくは HPで。  

 

千葉市動物保護指導センター 

住所：千葉市稲毛区宮野木町 445-1 

TEL：043-258-7817 

「糞尿されて困る」「猫が増えている」

など飼い主のいない猫に関する問題が

増えています。千葉市では以下のルー

ルをのもと地域住民で適正に管理する

《地域猫活動》を推進してます。 

 

～地域猫活動のルール～
①不妊去勢手術 

不幸な猫を増やさない！耳先カットで判別！ 

②糞尿の掃除 

 トイレの設置や排泄物の回収と掃除を！ 

③餌の管理と餌場の清掃 

 決まった時間の餌やりと餌皿の回収の徹底！ 

④地域の理解を得る努力 

 活動内容について近隣の方にお話を！ 

ルールを守って地域
猫活動に取り組も

う！

犬の飼い主には「犬の登録」（生後３か月以

上の犬）と「年に１度の狂犬病予防注射」が

義務付けられています。登録時に発行される

「鑑札」と注射後に申請いただき発行される

「注射済票」には装着義務がありますので 

首輪等に必ず装着してください。 

また、“飼い主が変わった”、“引っ越した”

など登録内容に変更が 

生じた場合や、犬が死亡 

した場合には、区役所や、 

センターへの届出が 

必要です。 
 

 

 収容した迷い犬や負傷ねこなど、元の飼い主

が現れない動物などについて、新たな飼い主の

もとで生涯をまっとうできるよう譲渡を行ってい

ます。 

 譲渡にあたっては、終生飼養や住居環境など

複数の条件がありますので、ＨＰを確認いただく

か、お問い合わせください。 

 譲渡可能な動物は、ＨＰに掲載されています。 


